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令 和 ８ 年 ８ 月 2 8 日 

地震調査研究推進本部 

地 震 調 査 委 員 会  

布引山地東縁断層帯の長期評価（一部改訂） 

布引山地東縁断層帯は、三重県の北部から中部及び滋賀県南部から三重県西部にか

けて、布引山地の東縁及び西縁に位置する断層帯である。本断層帯のうち、布引山地

の東側に分布する断層帯については、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004b）

が、それまでに行われた調査研究成果に基づき、「布引山地東縁断層帯西部」として断

層の諸特性を評価している。また、本断層帯のうち、布引山地の西側に分布する頓宮

断層については、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004c）が諸特性を評価して

いる。ここでは、平成 16 年度に文部科学省研究開発局などによって行われた調査を

はじめ、これまで行われた調査研究成果に基づいて、「布引山地東縁断層帯西部」と

「頓宮断層」を一括し、「布引山地東縁断層帯」として諸特性を次のように評価した。
※1

１．活断層の位置・形態 

布引山地東縁断層帯は、布引山地東側の三重県亀山市安坂山町（あさかやまちょう）

付近から津市一志町八太（いちしちょうはた）付近に至る西側隆起の逆断層で、長さ

は約 30 km と推定される（図１、図２）。また、布引山地西側の滋賀県甲賀市甲賀町

岩室（こうかちょういわむろ）付近から三重県伊賀市下川原（しもがわら）付近に至

る範囲にも、本断層帯を構成する断層が分布する。 

※1布引山地東縁断層帯については、それまでに行われた調査研究成果に基づいて、「布引山地東縁断層

帯西部」として長期評価が公表されている（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2004b）。その後、

布引山地を横断する大深度反射法弾性波探査（文部科学省研究開発局ほか，2005）、伊勢平野における

地理院活断層図の整備（例えば、中田ほか，2010；杉戸ほか，2021 など）によって布引山地東縁断層

帯及び周辺の断層帯の位置・形状に関する新たな知見が得られた。ここでは、震源分布図を除いて、

2021 年までに公表された資料に基づいて検討した結果、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004b）

が「布引山地東縁断層帯西部」、「布引山地東縁断層帯東部」として評価した断層帯について、前者を

「布引山地東縁断層帯」（本評価）、後者を「高茶屋断層帯」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2026c）として、別々の断層帯として評価を行うこととした。また、地震調査研究推進本部地震調査委

員会（2004c）が「頓宮断層」として評価した断層については、文部科学省研究開発局ほか（2005）等

の資料によって、布引山地東縁断層帯の副次的な断層であることが示された。そのため、「頓宮断層」

についてもここで一括して評価を行うこととした。なお、今回の評価に際しては、必ずしも 2021 年ま

でに公表されたすべての調査研究成果を網羅しているわけではないことに留意されたい。
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２．断層帯の過去の活動 

布引山地東縁断層帯の上下方向の平均的なずれの速度は 0.1ｍ／千年程度と推定さ

れる。最新活動時期は、約３万年前以後、16 世紀以前と推定される。また、平均活動

間隔は１万２千－２万５千年程度の可能性がある（表１）。 

  

３．断層帯の将来の活動 

布引山地東縁断層帯全体が1つの活動区間として活動すると推定され、その際には、

マグニチュード（Ｍ）7.3 程度の地震が発生すると推定される。この場合、布引山地

東側では、断層の西側が東側に対して相対的に２－３ｍ程度高まるずれや撓（たわ）

みが生じる可能性がある（表１）。本評価で得られた地震発生の長期確率を算出する

と表２のとおりとなる。本評価で得られた地震発生の長期確率には幅があるが、その

最大値をとると、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の

中ではやや高いグループに属することになる（注１、注２）。 

 

４．今後に向けて 

布引山地東縁断層帯では、位置・形状に関する新たな資料が得られ、布引山地の西

側に分布する頓宮断層が本断層帯を構成することが示された。また、南東側に並走す

る高茶屋断層帯（布引山地東縁断層帯東部）との関係が整理された。しかしながら、

本断層帯に関しては、過去の活動の詳しい時期や活動間隔に関する詳細な資料が得ら

れていない。信頼度の高い地震発生確率を評価するためには、過去の活動をより一層

明らかにする必要がある。さらに、布引山地東縁断層帯の北方延長線上には鈴鹿山脈

東縁断層帯が位置しているため、両断層帯の関係について調査することが重要である。 
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図１ 布引山地東縁断層帯の概略位置図 

（長方形は図２の範囲） 
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図２ 布引山地東縁断層帯の位置と主な調査地点 

１：椋本地点 ２：柘植地点 ３：蛇喰池地点  

Ａ，Ｂ：反射法弾性波探査測線 

Ａ：文献 20、21  Ｂ：文献 17 

 ：断層帯の北端と南端 

断層の位置は文献 1－15に基づく。 

基図は国土地理院発行数値地図 200000「名古屋」、「伊勢」を使用。
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表１ 布引山地東縁断層帯の特性 

項 目 特 性 
信頼度 

(注３) 

根 拠 

（注４） 

１．断層帯の位置・形状 

 (1) 断層帯を構

成する断層 

白木（しらき）断層、関断層、布気（ふけ）断層、

椋本（むくもと）断層、安濃（あのう）撓曲、庄

田断層、風早池（かざはやいけ）断層、頓宮断層、

勝地断層など（注５） 

 文献１－ 15 によ

る。説明文参照。 

(2)断層帯の位

置･形状 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯 34°54.8′ 東経 136°24.3′ 

（南端）北緯 34°38.9′ 東経 136°26.9′ 

 

長さ   約 30 km 

一般走向 Ｎ8°Ｗ 

 

 

○ 

◎ 

 

○ 

◎ 

 

 

 

文献１－ 15 によ

る。説明文参照。位

置及び長さは図２

から計測。 

一般走向は断層の

両端を直線で結ん

だ方向（図２を参

照）。 

地下における断層面の位置・形状 

長さ及び上端の位置 

地表での長さ・位置と同じ 

 

 

上端の深さ ０km 

傾斜    中角度（45°程度）西傾斜 

      （深さ 15 km程度まで） 

 

 

下端の深さ 15－20 km程度 

 

 

 

 

幅     20－30 km程度 

 

 

○ 

 

 

◎ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

 

 

上端の深さが０km

であることから推

定。 

 

断層露頭や反射法

地震探査（文献 17、

18、20、21）から推

定。 

大深度反射法弾性

波探査（文献 20、

21）及び地震発生層

の下限（D100）から

推定。（注６） 

断層面の傾斜と下

端の深さから推定。 

(3)断層のずれ

の向きと種

類 

西側隆起の逆断層 ◎ 文献 17、18、20、

21などによる。 

２．断層帯の過去の活動 

 (1)平均的なず

れの速度 

0.1ｍ／千年程度（上下成分） ○ 文献２、17、18など

による。 

(2)過去の活動

時期 

活動１（最新活動） 

約３万年前以後、16世紀以前 

 

○ 

 

文献 18、22から推

定。 

説明文 2.2(2) 1) 

a)、2.2(2) 1) c)、

2.2(2) 2)を参照。 

(3)１回のずれ

の量と平均

活動間隔 

１回のずれの量 

２－３ｍ程度（上下成分） 

 

 

△ 

 

 

説明文 2.2(3)を参

照。 
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平均活動間隔 

１万２千－２万５千年程度 

 

△ 

 

文献 18、説明文

2.2(2) 1) a)を参

照。 

(4)過去の活動

範囲 

断層帯全体で 1区間 ○ 断層の地表形態か

ら推定。 

３．断層帯の将来の活動 

 (1)将来の活動

区間及び活

動時の地震

の規模 

活動区間  断層帯全体で 1区間 

 

地震の規模 Ｍ7.3程度 

断層帯主部の地震に加えて、頓宮断層においてＭ

7.1程度の規模の地震が発生する可能性があ

る。 

 

ずれの量  ２－３ｍ程度（上下成分） 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

断層の地表形態か

ら推定。 

地震の規模は断層

の長さから経験式

により推定。 

説明文 2.3(1)を参

照。 

過去の活動及び断

層の長さから推定。 

 

表２ 布引山地東縁断層帯の将来の地震発生確率等 

項 目 
将来の地震発生確率等 

（注７） 

信頼度 

(注８) 
備 考 

 

地震後経過率（注９） 

 

今後 30年以内の地震発生確率 

今後 50年以内の地震発生確率 

今後 100年以内の地震発生確率 

今後 300年以内の地震発生確率 

 

集積確率（注 10） 

Ａ＊ランク 

0.02－２より大 

 

ほぼ０％－２％ 

ほぼ０％－３％ 

ほぼ０％－６％ 

ほぼ０％－20％ 

 

ほぼ０％－90％より大 

b 

発生確率及び集積

確率は、文献 16に

よる。 

 

 
注１：地震調査委員会の活断層評価では、単位区間が単独で活動した場合の今後 30 年間の地震発生

確率について、次のような相対的な評価を盛り込むこととしている。 

今後 30 年間の地震発生確率（最大値）が３％以上の場合： 

「本断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では

高いグループに属することになる」 

今後 30 年間の地震発生確率（最大値）が 0.1％以上－３％未満の場合： 

「本断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では

やや高いグループに属することになる」 

なお、2005 年４月時点でひととおり評価を終えた 98 の主要活断層帯のうち、最新活動時期

が判明しており、通常の活断層評価で用いている更新過程（地震の発生確率が時間とともに変

動するモデル）により地震発生の長期確率を求めたものについては、単位区間が単独で活動し

た場合の今後 30 年間に地震が発生する確率の割合は以下のとおりになっている。 

30 年確率の最大値が 0.1％未満：約半数 

30 年確率の最大値が 0.1％以上－３％未満：約 1／4 

30 年確率の最大値が３％以上：約 1／4 

（いずれも 2005 年４月時点での算定。確率の評価値に幅がある場合はその最大値を採用。） 

注２：1995 年兵庫県南部地震（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2026b）、1858 年飛越地震（地

震調査研究推進本部地震調査委員会，2004a）及び 1847 年善光寺地震（地震調査研究推進本部

地震調査委員会，2015）の地震発生直前における 30 年確率と集積確率は以下のとおりである。 

地震名 活動した活断層 地震発生直前 地震発生直前 断層の平均活動
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の 30 年確率

(％) 

の集積確率

(％) 

間隔(千年) 

1995 年兵庫県南部地震 

（Ｍ7.3） 

六甲・淡路島断層帯 

淡路島西岸区間 

「野島断層を含む区

間」 

(兵庫県) 

0.02％－10％ 0.05％－90％ 約 1.6－約 3.5 

1858 年飛越地震 

（Ｍ7.0－7.1） 

跡津川断層 

(岐阜県・富山県) 

ほぼ０％－

13％ 

ほぼ０％－

90％より大 
約 1.7－約 3.6 

1847 年善光寺地震 

（Ｍ7.4） 

長野盆地西縁断層帯 

(長野県) 

ほぼ０％－

20％ 

ほぼ０％－

90％より大 
約 0.8－約 2.5 

「長期的な地震発生確率の評価手法について」に示されているように、地震発生確率は前回の

地震後、十分長い時間が経過しても 100％とはならない。その最大値は平均活動間隔に依存し､

平均活動間隔が長いほど最大値は小さくなる。平均活動間隔が３万年の場合は 30 年確率の最大

値は 0.86％程度である。 

注３：信頼度は、特性欄に記載されたデータの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとお

り。 ◎：高い、○：中程度、△：低い、▲：かなり低い 

注４：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

文献１：活断層研究会編（1980） 

文献２：太田・寒川（1984） 

文献３：活断層研究会編（1991） 

文献４：岡田・東郷編（2000） 

文献５：池田ほか編（2002） 

文献６：中田・今泉編（2002） 

文献７：鈴木ほか（2007） 

文献８：鈴木ほか（2008） 

文献９：中田ほか（2010） 

文献 10：岡田ほか（2010） 

文献 11：鈴木ほか（2010a） 

文献 12：鈴木ほか（2010b） 

文献 13：今泉ほか編（2018） 

文献 14：杉戸（2021） 

文献 15：杉戸ほか（2021） 

文献 16：地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001） 

文献 17：三重県（1998） 

文献 18：三重県（1999） 

文献 19：苅谷ほか（2000） 

文献 20：文部科学省研究開発局ほか（2005） 

文献 21：Sato et al.（2009） 

文献 22：宇佐美ほか（2013） 

文献 23：地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会（2010） 

文献 24：Asano and Iwata (2016) 

文献 25：気象庁（2016） 

注５：本評価では、布引山地の西側に分布し、断層の東側が西側に対して相対的に隆起する逆断層で

ある頓宮断層及び右横ずれ主体の勝地断層を、布引山地東縁断層帯を構成する副次的な断層と

した（図２）。 

注６：これまでの主要活断層の評価の中では、断層面の下端の深さは、地震観測結果から推定される地

震発生層の下限の深さに基づいて１km 刻み（十分特定できない場合には５km 刻み）で表示する

こととされており（文献 23）、地震観測結果の D90 値を用いて推定を行っている。また、断層面

の幅は、断層面の下端の深さと傾斜から算出している。2016 年に発生した熊本地震の例では、

本震のすべり領域が、上記の方法で推定していた断層面の下端の深さよりもさらに５km 程度深

い場所まで延びていた可能性が指摘された（例えば、文献 24、25）。これを受けて、地震調査研

究推進本部地震調査委員会長期評価部会では、今後は D100 の値（ただし、孤立的に発生する震
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源を除く）を用いて断層面の下端の深さを推定することとする。また、地震の際に実際に活動

しうる断層面の下端は、D100 の値より推定された断層面の下端に対して５km 程度深くなる可能

性があることに留意されたい（地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会，2026）。 

注７：評価時点はすべて 2026 年１月１日現在。「ほぼ０％」は 10-3％未満の確率値を示す。なお、計

算に当たって用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意されたい。活断層における

今後 30 年以内の地震発生確率が３％以上を「Ｓランク」、0.1％～３％を「Ａランク」、0.1％

未満を「Ｚランク」、不明（すぐに地震が起きることが否定できない）を「Ｘランク」と表記

している。地震後経過率（注９）が 0.7 以上である活断層については、ランクに「＊」を付記

している。 

注８：地震発生確率等の評価の信頼度に関する各ランクの分類条件の詳細は以下のとおりである。 

ランク 分類条件の詳細 

ａ 
発生確率を求める際に用いる平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも比較的

高く（◎または○）、これらにより求められた発生確率等の値は信頼性が高い。 

ｂ 
平均活動間隔及び最新活動時期のうち、いずれか一方の信頼度が低く（△）、これらによ

り求められた発生確率等の値は信頼性が中程度。 

ｃ 
平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも低く（△）、これらにより求められた

発生確率等の値は信頼性がやや低い。 

ｄ 

平均活動間隔及び最新活動時期のいずれか一方または両方の信頼度が非常に低く（▲）、

発生確率等の値は信頼性が低い。このため、今後の新しい知見により値が大きく変わる可

能性が高い。または、データの不足により最新活動時期が十分特定できていないために、

現在の確率値を求めることができず、単に長期間の平均値を確率としている。 

注９：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の

地震発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。 

注 10：前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているはずの確率。 
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（説明） 

 

１．布引山地東縁断層帯に関するこれまでの主な調査研究 

本断層帯を構成する断層のうち、布引山地の東側に分布する断層は、布引山地東縁の急崖地形

を成し、中古生界や花崗岩、中新統の鈴鹿層群、一志（いちし）層群と鮮新－更新統の東海層群

との境界を成す一志断層系（瀧本，1935）にほぼ一致する（宮村ほか，1981）。瀧本（1935）によ

れば、一志層群の傾斜は断層近傍で 40°以上に達し、東海層群も断層に近づくにつれて傾斜を増

大する。その後の一志断層系や東海層群の層序や構造に関する研究（恒石，1970；木村，1962，

1971など）により、一志断層系が主に東に衝上（しょうじょう）する 30－50°西傾斜した逆断層

であること、その変位が一部では高位段丘や中位段丘にまで及んでいることが指摘された。森・

山田（1977）及び森ほか（1977）は、本断層帯における変動地形学的な研究を行い、段丘面の変位

を明らかにした。太田・寒川（1984）は、本断層帯の北部を構成する白木（しらき）断層・椋本

（むくもと）断層が低角逆断層であること、その変位が中位段丘面にまで及んでいることを指摘

した。八木・寒川（1980）は、本断層帯の南部を構成する庄田断層や風早池断層の断層活動を、変

位量の観点から報告した。宮村ほか（1981）、吉田ほか（1995）及び川辺ほか（1996）は、本断層

帯の周辺の地質図を作成した。三重県（1998，1999，2000，2001，2002）は、本断層帯において反

射法地震探査やトレンチ調査等を実施し、断層の地下構造や活動性に関する総合的な調査結果を

報告した。 

文部科学省研究開発局ほか（2005）は、布引山地を横断する大深度反射法弾性波探査（大阪－

鈴鹿測線）を実施し、地下 30 kmまでの地下構造に関する資料を取得した（図３）。Sato et al.
（2009）は、この資料に基づいて地下構造を検討し、布引山地の西側に分布する頓宮断層が布引

山地東縁断層帯の副次的な断層（バックスラスト）であることを指摘した。頓宮断層及びその周

辺の東海層群の変形については、古くから研究が行われてきた（辻村，1932；池邉，1934；Takaya，

1963；横山ほか，1968；鎌掛団体研究グループ，1972；吉田，1978）。植村（1979）及び東郷（1984）

は、頓宮断層周辺の段丘面の対比に基づいて地殻変動を考察している。川邊（1981）及び川辺（1990）

は頓宮断層付近の断層露頭の観察等を行い、断層地形の形成を考察した。苅谷ほか（2000）は、

頓宮断層において断層露頭調査及びトレンチ調査等を行い、活動履歴について報告した。 

なお、本断層帯付近の活断層の位置は、活断層研究会編（1980，1991）、太田・寒川（1984）、岡

田・東郷編（2000）、池田ほか編（2002）、中田・今泉編（2002）、鈴木ほか（2007，2008）、中田ほ

か（2010）、岡田ほか（2010）、鈴木ほか（2010b）、今泉ほか編（2018）、杉戸ほか（2021）などに

示されている。 

 

２．布引山地東縁断層帯の評価結果 

布引山地東縁断層帯は、布引山地の東縁に沿って、概ね南北方向に延びる活断層帯であり、全

体の長さは約 30 kmと推定される（図１、図２）。また、布引山地の西側にも本断層帯を構成する

断層が分布している。 

本断層帯のうち、布引山地の東側に分布する断層については、地震調査研究推進本部地震調査

委員会（2004b）が「布引山地東縁断層帯の評価」の中で、「布引山地東縁断層帯西部」として評価

をとりまとめている。従来、松田ほか（2000）に示されていたように、布引山地東縁断層帯は 2つ

の起震断層によって構成されているとされ、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004b）にお

いても「布引山地東縁断層帯西部」及び「布引山地東縁断層帯東部」に区分して評価していた。

こうした経緯や断層の位置・連続性等の再検討に基づいて、ここでは「布引山地東縁断層帯西部」

と「布引山地東縁断層帯東部」が別の断層帯であるとして、本評価では「布引山地東縁断層帯西

部」についての諸特性をとりまとめることにした。なお、「布引山地東縁断層帯東部」については

別途に「高茶屋断層帯」として評価した（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2026c）。 

また、本断層帯のうち、布引山地の西側に分布する断層は、「頓宮断層」として地震調査研究推

進本部地震調査委員会（2004c）が評価をとりまとめている。その後、文部科学省研究開発局ほか

（2005）及び Sato et al.（2009）によって、「頓宮断層」が「布引山地東縁断層帯西部」の副次

的な断層（バックスラスト）であることが示された。そのため、本評価では「頓宮断層」が本断層

帯を構成する副次的な断層であるとして、その諸特性をとりまとめた（注５）。 
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２．１ 布引山地東縁断層帯の位置・形態 

（１）布引山地東縁断層帯を構成する断層 

布引山地東縁断層帯は、布引山地の東縁に沿って、三重県亀山市安坂山町から、亀山市関町、

津市芸濃町、安濃町、片田、庄田等を経て、津市一志町に至る断層を主とする、概ね南北方向に

延びる活断層帯である（図１、図２）。また、布引山地の西側においては、本断層帯を構成する副

次的な断層が、滋賀県甲賀市甲賀町から、三重県伊賀市柘植（つげ）町、喰代（ほおじろ）、勝地

を経て、伊賀市下川原に至る範囲に分布する。ここでは断層帯を構成する断層の位置については、

国土地理院発行の地理院活断層図（中田ほか，2010；岡田ほか，2010；鈴木ほか，2010b，杉戸ほ

か，2021）を基本とした。また、断層の名称については、活断層研究会編（1980，1991）、太田・

寒川（1984）、岡田・東郷編（2000）、池田ほか編（2002）、鈴木ほか（2010a）、杉戸（2021）など

に従った。 

本断層帯は、断層を挟んで西側が東側に対して相対的に隆起する逆断層を主とし、全体で 1 つ

の活動区間を構成すると推定される。本断層帯の主部は布引山地の東側に分布し、北から白木断

層、関断層、布気断層、椋本断層、安濃撓曲、庄田断層、風早池断層などによって構成される。布

引山地の西側には、断層を挟んで東側が西側に対して相対的に隆起する副次的な逆断層である頓

宮断層及び右横ずれ主体の勝地断層などが分布している。 

本評価においては、地理院活断層図（中田ほか，2010；岡田ほか，2010；鈴木ほか，2010a；鈴

木ほか，2010b；杉戸，2021；杉戸ほか，2021）、文部科学省研究開発局ほか（2005）及び Sato et 
al.（2009）に従って、本断層群を構成する断層の位置・形状及び名称を再検討した。地震調査研

究推進本部地震調査委員会（2004b）においては、本断層帯（「布引山地東縁断層帯西部」）南端を

小山断層の南端（松阪市嬉野町）としていたが、本評価では本断層帯の南端位置を風早池断層の

南端（三重県津市一志町八太付近）とした。また、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004b）

においては、本断層帯の北端は「明星ヶ岳断層」の北端としていたが、本評価では本断層帯の北

端を白木断層（岡田ほか，2010；鈴木ほか，2010a）の北端とした。また、地震調査研究推進本部

地震調査委員会（2004b）で「明星ヶ岳断層」と示した位置に分布する断層を関断層とした。また、

本断層帯に布気断層（岡田ほか，2010；鈴木ほか，2010a）を加えた。布引山地の西側に分布する

頓宮断層については、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004c）において独立の断層帯とし

てその諸特性が評価された。その後、文部科学省研究開発局ほか（2005）及び Sato et al.（2009）

は地震発生層の下端に至る大深度反射法弾性波探査を実施し、布引山地東縁断層帯が布引山地の

東縁を画する西傾斜の逆断層を主とする断層帯であり、頓宮断層が布引山地の西側に発達する副

次的な東傾斜の逆断層であることを指摘した（図３）。これによれば、布引山地東縁断層帯（西傾

斜の逆断層）が地震発生層の下端（地下約 15 km）まで連続的に追跡できるのに対して、頓宮断層

（東傾斜の逆断層）が確認できるのは布引山地東縁断層帯の上盤側の領域であり、震源の多くが

集中する深度 10 km程度以深には断層を確認できない（図３）。これらのことから、布引山地東縁

断層帯では西傾斜の逆断層の活動に伴って大地震が発生すると考えられる。また、その際には主

となる西傾斜の逆断層に加えて、東傾斜の副次的な逆断層にも変位が生じる可能性がある。よっ

て、本評価では、布引山地の西側に分布する頓宮断層等を、布引山地東縁断層帯を構成する副次

的な断層として、一括して評価することとした。 

 

（２）断層の位置・形状 

本断層帯は、布引山地の東縁に沿って、三重県亀山市安坂山町から、亀山市関町、津市芸濃町、

安濃町、片田、庄田等を経て、津市一志町に至る断層を主とする、概ね南北方向に延びる活断層

帯である。また、布引山地の西側においては、本断層帯を構成する副次的な断層が滋賀県甲賀市

甲賀町から、三重県伊賀市柘植町、喰代、勝地を経て、伊賀市下川原に至る範囲に分布する。断

層露頭やトレンチ壁面に認められる断層の傾斜及び文部科学省研究開発局ほか（2005）が実施し

た大深度反射法弾性波探査の結果（図３）、三重県（1998）が実施した反射法地震探査の結果（図

４）などから、主となる布引山地の東縁を画する断層は、中角度（45°程度）で西傾斜の逆断層

であると推定される。ただし、椋本断層の一部には副次的な逆向きの断層が認められる（太田・

寒川，1984；三重県，1998 など）。また、文部科学省研究開発局ほか（2005）及び Sato et al.
（2009）による大深度反射法弾性波探査の結果（図３）などから、布引山地の西側に分布する頓

宮断層は中角度（45°程度）の東傾斜の逆断層であると推定される。 
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本断層帯の長さ及び一般走向は、図２に示された布引山地の東側に分布する断層帯の主部を構

成する断層の北端と南端の位置を結ぶと、それぞれ約 30 km、Ｎ8°Ｗとなる。断層面の幅は、地

震発生層の下限（15－20 km 程度：後述）と断層面の傾斜（中角度：45°程度）から、20－30 km

程度の可能性がある。 

 

（３）断層の変位の向き（ずれの向き）（注 11） 

布引山地東縁断層帯は、断層変位地形及び反射法地震探査の結果（三重県，1998，1999，2000；

鈴木ほか，2010a；文部科学省研究開発局ほか，2005；Sato et al., 2009）などから、西側隆起

の逆断層と考えられる。 

 

２．２ 布引山地東縁断層帯の過去の活動 

（１）平均変位速度（平均的なずれの速度）（注 11） 

布引山地東縁断層帯の平均変位速度については、構成する断層のいくつかについて、三重県

（1998，1999，2000）や太田・寒川（1984）等により調査がなされている。なお、以下に示した段

丘面等の年代は、三重県（1998）に示されている地形分類によった。 

 

ａ）白木地区 

三重県（1998，1999）は、亀山市白木地区（白木断層付近）で H1 面（15 万年前）に 13.2ｍ、

H2 面（12 万年前）に 11ｍ、M1 面（８万年前）に５ｍ及び 3.3ｍの上下変位が認められることか

ら、平均上下変位速度を 0.04－0.09ｍ／千年と求めている。また、太田・寒川（1984）は、H2面

（15万年前）に 10ｍの変位があるとし、平均上下変位速度を 0.07ｍ／千年としている。 

 

ｂ）椋本地区 

三重県（1999）は、津市（旧 安芸郡芸濃町）椋本地区（椋本断層付近）で H1 面（15 万年前）

に 5.2－11.8ｍ、M1 面（８万年前）に 0.6－3.5ｍ、M2 面（５万年前）に 6.3－8.2ｍ、沖積面に

0.7ｍの上下変位が認められることから、平均上下変位速度を 0.01－0.16ｍ／千年と求めている。

また、太田・寒川（1984）は M2面（５－８万年前）に 7.4ｍの変位が認められるとし、平均上下

変位速度を 0.1ｍ／千年としている。 

 

ｃ）庄田地区 

三重県（1999）は、津市（旧 久居市）庄田地区（庄田断層付近）で H1 面（15 万年前）に 9.5

ｍ、M1面（８万年前）に 4.6－4.8ｍ、M2面（５万年前）に 5.1ｍの上下変位が認められることか

ら、平均上下変位速度を 0.04－0.1ｍ／千年と求めている。また、森・山田（1977）は高位Ｉ面（10

万年前）に 15ｍの変位が、岡田・東郷編（2000）は諸戸山（もろとやま）面（10万年前）に 11ｍ

の変位が認められるとし、いずれも平均上下変位速度を約 0.1ｍ／千年としている。 

 

ｄ）風早池地区 

三重県（1999）は、津市（旧 久居市）風早池地区（風早池断層付近）で H2面（12万年前）に

9.8－10.2ｍの上下変位が認められることから、平均上下変位速度を 0.08－0.09ｍ／千年と求め

ている。なお、八木・寒川（1980）は諸戸山面（10万年前）に 11ｍの変位が認められるとしてい

る。 

 

ｅ）小山地区 

三重県（2000）は、津市（旧 一志郡一志町）小山地区（小山断層付近）で H1 面（15 万年前）

に５－6.8ｍの上下変位が認められることから、平均上下変位速度を 0.03－0.05ｍ／千年と求め

ている。一方で、岡田ほか（2010）及び鈴木ほか（2010a）は、三重県（2000）が報告した小山断

層による段丘面の５－6.8ｍの上下変位を確認することは出来なかったとしている。よって、三重

県（2000）による小山地区における報告は参考とする。 

 

以上のように、これまでに示された多くの値は 0.1ｍ／千年程度であることから、この値を本
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断層帯の平均変位速度とみなすこととする。したがって、本断層帯の上下方向の平均変位速度は

0.1ｍ／千年程度と推定される。 

 

（２）活動時期 

１）地形・地質的に認められた過去の活動 

布引山地東縁断層帯においては、三重県津市（旧 安芸郡芸濃町）椋本地点において、三重県（1999）

による椋本断層におけるトレンチ調査及びボーリング調査が実施されている。また、三重県伊賀

町柘植地点及び蛇喰池地点において、川邊（1981）及び苅谷ほか（2000）による断層露頭調査及

びピット調査等が実施されている。 

本断層帯の各調査地点における過去の活動は、以下に示すとおりである。 

 

ａ）椋本地点（椋本断層） 

三重県（1999）は、椋本断層のうち、西傾斜の主断層で TM1 トレンチを、西に並走する東傾斜

の副次的な断層で TM2トレンチ及び TM3トレンチ（図５、図６）を掘削している。三重県（1999）

は、TM1トレンチでは、Ｍ面の構成層（約５万年前）に断層変位が認められることから、これが布

引山地東縁断層帯の最新活動によるものとしている。また、TM2 トレンチで約３万７千－３万６

千年前及び３万５千－３万４千年前の放射性炭素同位体年代値（注 12）を示す層が変位し、13世

紀の放射性炭素同位体年代値を示す層に覆われるとした。さらに、TM3トレンチにおいては、約３

万年前の姶良 Tnテフラ（町田・新井，1976；Smith et al., 2013）の上位に分布する TS層に断

層変位が認められるとしている。したがって、本断層帯の主部では約３万年前以後、13世紀以前

に活動があった可能性があるが、最新活動の詳細な時期について言及することはできない。 

また、三重県（1999）は、TM2トレンチ、TM3トレンチにおいて、Ｍ面を構成する堆積層の層厚

の変化から、Ｍ面形成時以降に１つ前及び２つ前の活動があった可能性を指摘している（図６）。

しかし、それらの活動について、詳細な活動時期は絞り込めていない。 

 

ｂ）柘植地点（頓宮断層） 

川邊（1981）及び苅谷ほか（2000）は、伊賀町柘植地点で断層露頭の調査を行い、基盤岩（先古

第三紀）と古琵琶湖層群（鮮新世）が接する断層が上位の崖錐堆積物を変位させているとしてい

る。さらに、苅谷ほか（2000）は、約２万５千年前の放射性炭素同位体年代値（注 12）を示す地

層が断層によって切られていることから、頓宮断層では約２万５千年前以降に少なくとも１回の

活動があったとしている。 

 

ｃ）蛇喰池地点（頓宮断層） 

苅谷ほか（2000）は、伊賀町蛇喰池地点でピット調査等を行い（図７）、５層が断層で切られ、

４層に覆われるとしている。５層の下位の７層からは約１万年前の放射性炭素同位体年代値（注

12）が、４層の上位の３層からは７世紀頃の放射性炭素同位体年代値（注 12）が得られている。

ただし、この調査地点は頓宮断層の副次的な断層であるとされているため（苅谷ほか，2000）、頓

宮断層における活動は約 1 万年前以降、７世紀以前に少なくとも 1回あったとしか言えない。 
 

２）先史時代・歴史時代の活動 

本断層帯の主部の周辺では、風早池断層南端付近の縄文時代後期の遺跡（天白（てんぱく）遺

跡、嬉野町釜生田（かもだ）；下沖遺跡、嬉野町宮野）において噴砂の痕跡が確認されている（三

重県，2000）が、いずれも本断層帯との関係は不明である。 

本断層帯の副次的な断層である頓宮断層の周辺で記録されている歴史地震として、伊賀上野地

震と呼ばれる 1854年の地震（マグニチュード（Ｍ）＝７ 1/4±1/4）がある（宇佐美ほか，2013）。

この地震については、横田ほか（1978）及び萩原（1982）が、現地調査等に基づいて、頓宮断層の

西方に位置する木津川断層帯の活動による地震である可能性を指摘している。また、宇佐美ほか

（2013）は、伊賀上野、四日市、奈良、大和郡山付近で、伊賀上野地震による広範な被害が発生し

たとしており、これが木津川断層帯の活動によるものとしている。これらのことより、伊賀上野

地震では、木津川断層帯が活動したと推定されている（地震調査研究推進本部地震調査委員会，



13 

 

2004d，2026a）。また、これ以外には、17世紀初頭以後に本断層帯付近に被害をもたらした陸域を

震源とする地震は知られていない（宇佐美ほか，2013）。以上のことから、本断層帯の最新活動は

16世紀以前であったと推定される。 

 

以上のことから、本断層帯の最新活動は、椋本断層の調査結果及び先史時代・歴史時代の記録

に基づき、約３万年前以後、16世紀以前であったと推定される。他方で、本断層帯の副次的な断

層である頓宮断層においては、約 1 万年前以降、７世紀以前に少なくとも 1 回の活動があったと

推定される。本断層帯の主部による活動に伴って頓宮断層にずれが生じた可能性を考慮すると、

主部の最新活動は、約１万年前以降、７世紀以前であった可能性がある。ただし、頓宮断層の活

動を伴わず主部のみが活動するケースも考えられることから、ここでは参考扱いとする。 

 
（３）過去の活動における１回の変位量（ずれの量）（注 11） 

本断層帯の１回の変位量に関する直接的な資料は得られていない。 

椋本地点において実施された椋本断層のトレンチ調査（三重県，1999）によれば、椋本断層の

副断層は、M2 面形成（約５万年前）以後に３回活動した可能性がある。椋本断層の主断層も同じ

回数活動していると仮定すれば、この付近の M2面の上下変位量が 6.3－8.2ｍ（三重県，1999）で

あることから、１回の変位量は 2.1－2.7ｍと求められる。 

一方、断層帯の主部を構成する断層の長さが約 30 km と推定されることから、経験式（１）を

用いると 1回のずれの量は約 3.0ｍと求められる。ここで用いた経験式（１）は、松田ほか（1980）

による次の式である。Ｌは１回の地震で活動する断層の長さ（km）、Ｄは１回の活動に伴う地表に

おける変位量（ｍ）である。 

 

Ｄ＝10－１Ｌ  （１） 

 

以上のように、M2 面の変位量から得られた値と経験式で得られた値が調和的であることから、

主断層の活動は M2面形成以後３回であった可能性があり、本断層帯における１回の上下方向の変

位量は２－３ｍ程度であった可能性がある。 

 

（４）平均活動間隔 

布引山地東縁断層帯の活動間隔は、前述のように椋本地点において M2面形成（約５万年前）以

後、16 世紀以前に３回の活動があった可能性があることから、1 万２千－２万５千年程度の可能

性がある。 

 

（５）過去の活動範囲 

布引山地東縁断層帯の主部はほぼ連続的に分布することから、松田（1990）の基準に基づけば

全体が１つの区間として活動したと推定される。 

 

（６）測地観測結果 

布引山地東縁断層帯周辺における最近５年間及び最近 10 年間の GNSS 連続観測結果から得られ

た水平ひずみ速度分布では、北西－南東方向の僅かな縮みが見られる（図８－１、図８－２）。ま

た、1994年までの約 100年間の測地観測結果から得られた水平ひずみ速度分布では、東西方向等

の縮みが見られる（図８－３）。 

 

（７）地震観測結果 

2022年 12月までの 20年間の地震観測結果によれば、布引山地東縁断層帯周辺では、布引山地

東側の椋本断層付近で 2007 年４月 15 日に三重県中部の深さ 16 km、Ｍ5.4 の地震（最大震度５

強）が発生し、まとまった地震活動があった。その後も布引山地東側の断層帯周辺ではＭ3.0以上

の地震が時々発生している。一方、布引山地西側の頓宮断層周辺の地震活動は低調である。本断

層帯における地震発生層の下限の深さは 15－20 km程度と推定される（図９－１）。これは、３次

元地震波速度構造を使用した再決定結果でも同様である（図 10）。発震機構は、東西方向に圧力軸

を持つ逆断層型が多い（図９－２）。1919年以降、本断層帯周辺におけるＭ5.0以上の地震は上記
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の 2007年４月 15日のＭ5.4 の地震のみである。 

 

２．３ 布引山地東縁断層帯の将来の活動 

（１）将来の活動範囲及び地震の規模 

布引山地東縁断層帯は、全体が 1つの区間として活動すると推定され、断層の長さ（約 30 km）

から経験式（２）を用いるとＭ7.3程度の地震が発生すると推定される。その際には断層帯の主部

においては、断層の西側が東側に対して２―３ｍ程度高まる段差が生じる可能性がある。用いた

経験式は松田（1975）による次の式である。ここで、Ｌは１回の地震で活動する断層の長さ（km）、

Ｍはその時のマグニチュードである。 

 

Ｍ＝（logＬ＋2.9）／0.6 （２） 

 

また、布引山地の西側に分布する頓宮断層単独の活動に伴う地震が発生する可能性がある。そ

の際には、上述の経験式（２）を用いると、断層の長さ（約 23 km）からＭ7.1程度の地震が発生

すると推定される。 

 

（２）地震発生の可能性 

布引山地東縁断層帯では、平均活動間隔が１万２千－２万５千年程度の可能性があり、最新活

動時期が約３万年前以降、16世紀以前と推定されることから、平均活動間隔に対する現在におけ

る地震後経過率は、0.02－２より大となり、また、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001）

に示された手法（BPT分布モデル、α＝0.24）によると、今後 30年以内、50年以内、100年以内、

300 年以内の地震発生確率は、それぞれほぼ０％－２％、ほぼ０％－３％、ほぼ０％－６％、ほぼ

０％－20％となる。また、現在までの集積確率は、ほぼ０％－90％より大となる。表３にこれら

の確率値の参考指標（地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会，1999）を示す。布引

山地東縁断層帯においては、地震発生確率に幅があるが、もっとも高い値に着目すると、今後 30

年の間に地震が発生する可能性が我が国の主な活断層の中ではやや高いグループに属することに

なる。 

 

３．今後に向けて 

布引山地東縁断層帯では、位置・形状に関する資料が得られ、また布引山地の西側に分布する

頓宮断層が本断層帯を構成することが示され、南東側に並走する高茶屋断層帯（布引山地東縁断

層帯東部）との関係が整理された。しかしながら、本断層帯に関しては、過去の活動の詳しい時

期や活動間隔に関する詳細な資料が得られていない。本断層帯の最新活動時期は、布引山地東縁

の断層とともに、頓宮断層等の副次的な断層において得られる過去の活動に関する資料に基づい

て絞り込める可能性がある。信頼性の高い地震発生確率を評価するためには、断層帯の主部及び

副次的な断層における過去の活動をより一層明らかにする必要がある。さらに、布引山地東縁断

層帯の北方延長線上には鈴鹿山脈東縁断層帯が位置しているため、両者の関係について調査する

ことが重要である。 

 

 
注 11：本文及び表１では、｢変位｣を一般的にわかりやすいように「ずれ」という言葉で表現している。

ここでは専門用語である｢変位｣が本文や表１の｢ずれ｣に対応するものであることを示すため、

両者を併記した。以下、文章の中では｢変位｣を用いる。なお、活断層の専門用語では、｢変位｣は

切断を伴う「ずれの成分」と切断を伴わない｢撓（たわ）みの成分｣よりなる。 

注 12：放射性炭素同位体年代（14C 年代）については、較正曲線として IntCal20（Reimer et al., 2020）
を用いて、OxCal 4.4（Bronk Ramsey, 2009, 2021）によって暦年較正を行い、原則として１σ

の範囲の数値で示した。このうち 2,000 年前よりも新しい年代値は世紀単位で示した。2026 年

１月１日を起点として、2,000 年前よりも古く、10,000 年前よりも新しい年代値については、

四捨五入して百年単位で、10,000 年前よりも古い年代値は四捨五入して千年単位で示した。 
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図３ 大深度反射法弾性波探査（大阪－鈴鹿測線）の解釈断面図と震源分布図（Sato et al., 2009 に加筆） 

布引山地東縁断層帯は、図中の IsF（一志断層）に対応し、上図中に赤で塗色した地震発生層の下端まで西傾斜の断層面が追跡できる。東傾斜の

頓宮断層（図中の TgF）が確認できる範囲は布引山地東縁断層帯の断層面よりも浅い領域であり、震源（下図の〇印）が集中する領域の深度では

確認できない。  
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図４ 反射法地震探査片田測線の解釈断面図（三重県, 1998） 
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図５ 椋本地点（椋本断層）TM-3 トレンチの北側壁面スケッチ図（三重県，1999） 

図中の「AT」は約３万年前に降下した姶良 Tn テフラ（町田・新井，1976；Smith et al., 2013）の層準。図中の年代値は、暦年未補正の放射性炭素

同位体年代。主な試料の年代値を、較正曲線として IntCal20（Reimer et al., 2020）を使用して OxCal4.4（Bronk Ramsey, 2009, 2021）を用いて暦

年較正するとそれぞれ以下のようになる（紀元前で１万年前より新しい年代値は 100 年単位で四捨五入、１万年より古い年代値は 1000 年単位で四捨

五入して表示）。 

3,260± 60yBP → 約３千６百－３千５百年前  3,290± 60yBP → 約３千７百－３千５百年前 

24,150±170yBP → 約２万９千－２万８千年前 25,510±170yBP → 約３万年前 

29,640±150yBP → 約３万４千年前      33,880±520yBP → 約４万－３万８千年前 
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図６ 椋本地点（椋本断層）TM-3 トレンチ付近の地質断面模式図（三重県，1999） 
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図７ 蛇喰池地点（頓宮断層）ピットの壁面スケッチ図（苅谷ほか，2000） 

図中の年代値は、放射性炭素同位体年代値を苅谷ほか（2000）が暦年較正した年代値。本評

価では、主な試料の年代値を、較正曲線として IntCal20（Reimer et al., 2020）を使用して

OxCal4.4（Bronk Ramsey, 2009, 2021）を用いて暦年較正するとそれぞれ以下のようになる

（紀元前で１万年前より新しい年代値は 100 年単位で四捨五入、１万年より古い年代値は

1000 年単位で四捨五入して表示）。 

Jk-N3( 230±70 BP) → 16 世紀以降 

Jk-N4(1220±30 BP) → ８世紀－９世紀 

Jk-S5(1420±40 BP) → ７世紀 

Jk-S3(9050±40 BP) → 約１万年前 
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図８－１ 2017 年 12 月から５年間の GNSS 連続観測による布引山地東縁断層帯及び

その周辺における水平ひずみ分布（国土地理院作成）。スケールは 0.5×10-6。 
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図８－２ 2012 年 12 月から 10 年間の GNSS 連続観測による布引山地東縁断層帯及び

その周辺における最近 10 年間の水平ひずみ分布（国土地理院作成）。スケ

ールは１×10-6。 
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図８－３ 1883 年１月から 1994 年１月までの約 100 年間の測地観測による布引山地

東縁断層帯及びその周辺における水平ひずみ分布（国土地理院作成）。スケールは 10

×10-6。 

  



 26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９－１ 布引山地東縁断層帯周辺の地震活動（気象庁作成） 
ⅰ）震央分布図（2003 年１月１日－2022 年 12 月 31 日、深さ 30 km 以浅、Ｍ1.0 以

上） 

ⅱ）ⅰ）の領域 a のＡ－Ｂ投影の断面図 

ⅲ）ⅰ）の領域 a のＢ－Ｃ投影の断面図 

ⅳ）ⅰ）の領域 a のＭ－Ｔ図（地震活動経過図） 
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図９－２ 布引山地東縁断層帯周辺の地震の発震機構 
（Ｐ波初動解による下半球投影）と圧力軸（上）と張力軸（下）の分布（気象庁作成） 

 2003 年１月１日～2022 年 12 月 31 日、深さ 30 km 以浅、Ｍ1.0 以上 
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図10 布引山地東縁断層帯に平行及び直交断面の震源分布図 

（作成：防災科学技術研究所・松原 誠氏） 
布引山地東縁断層帯周辺で発生したＭ1.5 以上の手動再検測済みの地震について、３次元地震波

速度構造（Matsubara et al., 2022）を使用して再決定した震源分布を、P波速度構造図（Matsubara 

et al., 2022）上に描画している。なお、対象とした地震は、断層帯を中心として、断層平行方

向には断層長±15 km、断層直交方向には断層長と同程度の長さの矩形の範囲において、2000 年

10 月１日から 2022 年 12 月 31 日の期間に発生したものとした。 
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表３ 布引山地東縁断層帯の将来の地震発生確率及び参考指標 

※95％以上は「90％より大」と表記 

 

 

注 13：評価時点はすべて 2026 年 1 月 1 日現在。「ほぼ０％」は 10-3％未満の確率値を、｢ほぼ０｣は 

10-5％未満の数値を示す。なお、計算に用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意さ

れたい。 

指標(1)経過年数：当該活断層での大地震発生の危険率（１年間当たりに発生する回数）は最新活動

（地震発生）時期からの時間の経過とともに大きくなる（BPT 分布モデルを適用し

た場合の考え方）。一方、最新活動の時期が把握されていない場合には、大地震発

生の危険率は、時間によらず一定と考えざるを得ない（ポアソン過程を適用した

場合の考え方）。 

この指標は、BPT 分布モデルを適用した場合の危険率が、ポアソン過程を適用した

場合の危険率の値を超えた後の経過年数である。値がマイナスである場合は、BPT

分布モデルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率に達

していないことを示す。 

BPT 分布モデルを適用した場合の危険率は時間とともに増加する。BPT 分布モデル

を適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率に達するには、

地震後経過率が 0.02の場合、今後１万７千年を要する。 

指標(1)比   ：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を A とし、BPT 分布モデル

による危険率がポアソン過程とした場合のそれを超えるまでの時間を B とする。

前者を後者で割った値（A/B）。 

指標(2)    ：BPT 分布モデルによる場合と、ポアソン過程とした場合の評価時点での危険率の比。 

指標(3)    ：評価時点での集積確率（前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているは

ずの確率）。 

指標(4)    ：評価時点以後 30 年以内の地震発生確率を BPT 分布モデルでとりうる最大の確率の

値で割った値。 

指標(5)    ：ポアソン過程を適用した場合の危険率（１年間あたりの地震発生回数）。 

項 目 数 値（注 13） 備 考 

 

地震後経過率（注９） 

 

今後 30年以内の発生確率 

今後 50年以内の発生確率 

今後 100年以内の発生確率 

今後 300年以内の発生確率 

 

集積確率（注 10） 

 

0.02－２より大 

 

ほぼ０％－２％ 

ほぼ０％－３％ 

ほぼ０％－６％ 

ほぼ０％－20％ 

 

ほぼ０％－90％より大※ 

発生確率及び集積確率は地

震調査研究推進本部地震調

査委員会（2001）参照。 

指標(1)経過年数 

比 

指標(2) 

指標(3) 

指標(4) 

指標(5) 

ﾏｲﾅｽ１万７千年－２万２千年 

0.02－４ 

ほぼ０－８ 

ほぼ０％－90%より大 

ほぼ０－0.9 

0.00004－0.00008 

地震調査研究推進本部地震

調査委員会長期評価部会

（1999）参照。 
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<付録> 
 

布引山地東縁断層帯について、断層帯を構成する断層に関して新たな知見が得られたことから、こ

れらに基づき、断層帯の位置・形状について改訂を行った。 

以下に改訂となった項目とその値について、前回の評価と今回の評価の対比表を示す。なお、評価に

あたっては、下表に示す数値のほか各値を求めた根拠についても改訂していることに留意されるとと

もに、その詳細については評価文を参照されたい。 

 

布引山地東縁断層帯の評価についての新旧対比表※2 

項 目 
前回の評価 

（平成 16 年４月 14 日） 

今回の評価 

（令和８年１月１日時点） 

布引山地東

縁断層帯を

構成する断

層 

白木（しらき）断層、明星ヶ岳断層、椋本

（むくもと）断層、一志（いちし）断層、

庄田断層、安濃（あのう）撓曲、風早池断

層、小山（おやま）断層など 

白木（しらき）断層、関断層、布気（ふけ）

断層、椋本（むくもと）断層、安濃（あの

う）撓曲、庄田断層、風早池（かざはやい

け）断層、頓宮断層、勝地断層など 

断層帯の位

置・形状 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯 34°55′ 

    東経 136°25′ 

（南端）北緯 34°37′ 

    東経 136°27′ 

長さ     約 33 km 

 

地下における断層面の位置・形状 

一般走向   Ｎ10°Ｗ 

傾斜     50－60°西傾斜 

       （深さ 800ｍ以浅） 

幅      約 20 km 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯 34°54.8′ 

    東経 136°24.3′ 

（南端）北緯 34°38.9′ 

    東経 136°26.9′ 

長さ     約 30 km 

一般走向   Ｎ8°Ｗ 

地下における断層面の位置・形状 

 

傾斜     中角度（45°程度）西傾斜 

       （深さ 15 km 程度まで） 

幅      約 20－30 km 程度 

平均的なず

れの速度 

0.15ｍ／千年程度（上下成分） 0.1ｍ／千年程度（上下成分） 

過去の活動

時期 

活動１（最新活動） 

約２万８千年前以後、約４百年前以前 

活動１（最新活動） 

約３万年前以後、16 世紀以前 

１回のずれ

の量と平均

活動間隔 

平均活動間隔 

１万７千年程度 

平均活動間隔 

１万２千－２万５千年程度 

将来の活動

範囲及び地

震の規模 

地震の規模  Ｍ7.4 程度 地震の規模  Ｍ7.3 程度 

将来の地震

発生確率等 

地震後経過率 0.02－1.6 

今後 30 年以内の発生確率 

ほぼ０％－１％ 

地震後経過率 0.02－２より大 

今後 30 年以内の発生確率 

ほぼ０％－２％ 
※2変更が生じた項目のうち、代表的なもののみ表示。 


